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明
治
初
年
日
本
人
フ
ラ
ン
ス
留
学
生
総
代
(
松
江
出
身
)

博
士
入
江
文
郎

事
績
と
資
料
■

,

一
、
漢
学
の
素
養
と
蘭
学
修
行

ニ
、
フ
ラ
ン
ス
語
研
修
と
教
授

三
、
明
治
初
年
日
本
人
フ
ラ
ン
ス
留
学
生
総
代

注

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
二
言
ぢ

資
料

一
、
資
料
概
要

④
入
江
家
所
蔵
資
料

そ
の
他
の
資
料

四
三

田
中
隆
二

⑧

一
九
九
六
年
三
月

ニ
、
本
篇
掲
載
資
料

④
日
本
人
の
写
真
(
氏
名
不
詳
の
も
の
)

⑧
西
洋
人
の
名
刺

お
わ
り
に
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博
士
入
江
文
郎
1
事
績
と
資
料
田
1

じ
め

こ

入
江
文
郎
は
フ
ラ
ン
ス
人
通
訳
ア
ン
リ
・
ヴ
ー
ヴ
(
工
含
二
乏
舎
ぐ
Φ
)

こ
市

事
し
て
、
実
用
フ
ラ
ン
ス
語
の
学
習
を
一
八
六
0
年
に
は
既
に
開
始
し
て
い
る
。

幕
末
の
我
が
国
で
は
未
だ
稀
な
本
格
的
フ
ラ
ン
ス
語
学
者
で
あ
っ
た
。

入
江
文
郎
に
関
し
て
は
、
土
屋
政
朝
に
ょ
り
、
明
治
二
十
四
年
に
『
入
江
文

①

郎
先
生
之
傳
』
が
書
か
れ
、
そ
の
後
藤
田
東
一
郎
桃
裕
行
、
一
局
橋
邦
太
郎

富
田
仁
、
田
中
貞
夫
の
諸
氏
が
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
研
究
・
調
査
を
行
っ

て
来
て
い
る
。
入
江
家
所
蔵
の
資
料
も
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
、
藤
田
東
一
郎
は

じ
め
各
氏
の
労
作
で
部
分
的
に
は
既
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

本
篇
及
び
続
篇
は
、
そ
の
入
江
家
所
蔵
資
料
を
で
き
る
限
り
多
く
ま
と
め
て

収
録
す
る
た
め
に
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
目
的
は
、
第
一
に
、
貴
重

な
資
料
の
散
逸
を
防
ぐ
た
め
で
あ
る
が
、
第
二
に
は
、
今
後
追
求
さ
る
べ
き
問

題
を
確
認
す
る
こ
と
、
ま
た
、
資
料
公
表
に
ょ
り
、
研
究
・
調
査
が
一
層
拡
大

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
に
あ
る
。

筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
も
機
会
あ
る
毎
に
繰
り
返
し
述
べ
て
来
た
通
り
、
我
が

国
の
初
期
・
フ
ラ
ン
ス
語
学
者
の
学
習
の
実
態
学
力
の
程
度
に
、
就
屯
深

い
関
心
を
抱
い
て
い
る
。
前
者
は
別
と
し
て
も
、
少
く
と
も
後
者
即
ち
学
力
に

関
し
て
は
、
入
江
文
郎
は
稀
有
の
資
料
を
残
し
て
い
る
。
今
後
入
念
な
調
査
が

実
施
さ
れ
れ
ば
、
前
者
即
ち
当
時
の
学
習
の
実
態
に
つ
い
て
も
新
な
発
見
が
望

ま
れ
得
る
。
入
江
文
郎
は
日
本
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
学
研
究
者
に
と
っ
て
、
非

常
に
貴
重
な
研
究
対
象
で
あ
る
。

筆
者
は
、
松
江
市
に
所
在
す
る
島
根
大
学
に
奉
職
す
る
こ
と
に
ょ
り
、
偶
然

な
が
ら
松
江
と
縁
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
者
と
し
て
、
も
と
も
と
松
江
出
身

ι

田
中
隆
二

の
フ
ラ
ン
ス
語
学
者
・
入
江
文
郎
に
興
味
を
抱
い
て
来
た
。
そ
の
意
味
で
は
、

江
戸
の
松
江
藩
邸
で
文
郎
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ス

語
学
習
に
関
し
て
は
未
だ
何
の
調
査
も
な
し
得
て
い
な
い
の
は
誠
に
遺
憾
で
あ

る
。
こ
の
度
十
数
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
お
世
話
に
な
っ
た
松
江
を
離
れ
、

古
巣
と
も
言
う
べ
き
広
島
に
復
帰
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
永
年
の
{
佰

題
を
果
す
心
境
に
漸
く
達
し
、
入
江
文
郎
に
つ
い
て
、
懸
案
の
「
事
績
と
資
料
L

を
ま
と
め
る
に
至
っ
た
。
そ
の
結
果
松
江
出
身
の
入
江
文
郎
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
も
っ
と
範
囲
の
広
い
、
明
治
初
年
の
日
本
人
フ
ラ
ン
ス
留
学
生
総
代
と

し
て
の
入
江
文
郎
を
筆
者
は
再
認
識
し
た
の
で
あ
る
。

入
江
家
所
蔵
資
料
の
中
に
は
当
時
、
フ
ラ
ン
ス
で
文
郎
と
交
際
の
あ
っ
た
と
推

測
さ
れ
る
日
本
人
の
写
真
や
名
刺
が
あ
る
。
そ
の
中
に
松
江
出
身
の
庄
司
金
太

郎
や
飯
塚
納
の
写
真
を
見
出
し
た
時
筆
者
は
松
江
出
身
の
入
江
文
郎
を
や
は

り
強
く
実
感
し
た
。
そ
れ
ら
の
写
真
は
筆
者
の
こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
も
な
か
っ

た
も
の
で
、
同
郷
の
留
学
生
の
写
真
だ
か
ら
、
文
郎
も
大
切
に
保
管
し
て
い
た

と
想
像
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
広
島
出
身
の
太
田
徳
三
郎
や
静
岡
出

身
の
小
野
彌
七
、
金
沢
出
身
の
黒
川
誠
一
郎
な
ど
、
日
本
全
国
の
各
地
か
ら
来

て
い
た
人
々
の
名
刺
を
目
の
あ
た
り
に
す
る
と
、
留
学
生
総
代
と
し
て
の
入
江

文
郎
を
、
筆
者
は
よ
り
強
く
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
入
江
文
郎
に
関
し
て
ょ
り

深
く
調
査
・
研
究
す
る
こ
と
は
、
我
が
国
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
学
の
よ
り
広
い

研
究
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

文
郎
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
い
た
手
紙
の
下
書
等
を
残
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を

詳
し
く
調
査
す
れ
ば
、
先
述
の
学
力
の
程
度
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
寄
与
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
篇
で
は
紙
幅
の
都
合
で
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
続

篇
或
い
は
続
々
篇
で
は
紹
介
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

四
四
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事
績

一
、
漢
字
の
素
養
と
蘭
学
修
行

入
江
文
郎
の
業
績
は
我
国
に
お
け
る
初
期
の
フ
ラ
ン
ス
語
学
者
と
し
て
、
専

ら
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
学
習
と
教
授
の
領
域
を
開
拓
し
た
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
そ

れ
は
、
彼
自
身
日
本
人
フ
ラ
ン
ス
留
学
生
と
し
て
、
明
治
初
年
、
現
地
で
一
層

フ
ラ
ン
ス
語
研
鎖
に
努
め
る
と
共
に
、
同
朋
の
留
学
生
達
の
総
代
と
し
て
彼
等

の
滞
仏
生
活
の
便
宜
に
助
力
し
た
こ
と
に
あ
る
。

し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
語
学
習
以
前
、
文
郎
は
、
当
時
の
洋
学
者
達
の
多
く
と

同
様
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
ん
で
い
た
。
ま
た
、
そ
れ
よ
り
更
に
前
、
彼
に
漢
学

の
素
養
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
及
び
フ
ラ
ン
ス
語
学
習
の
進
歩
に
寄

与
す
る
と
こ
ろ
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
残
念
な
こ
と
に
、
そ
う

し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
殆
ど
何
も
調
査
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
追
究
さ
れ
る
べ

き
課
題
と
し
て
、
こ
の
冒
頭
で
言
及
し
て
置
く
。
次
に
、
文
郎
の
事
績
を
年
月

を
追
っ
て
確
認
す
る
。

入
江
文
郎
は
天
保
五
(
一
八
三
四
年
四
月
八
日
出
雲
国
島
根
郡
松
江
に
生

ま
れ
た
。
父
は
入
江
元
範
松
江
藩
の
医
師
で
あ
っ
た
。
母
は
飯
島
氏
の
出
で
、

二
人
の
間
に
は
一
男
一
女
の
子
供
が
あ
っ
た
。
男
子
は
文
郎
そ
の
人
、
女
子
は

)
、

シ
ズ
と
い
い
、
文
郎
の
姉
で
あ
る
。
文
郎
は
幼
名
を
萬
次
郎
と
い
っ
た
が
、
後

し

に
何
度
か
名
を
改
め
、
柳
節
洽
齋
観
寮
文
郎
と
称
し
た
。
文
郎
は
幼
く

し
て
「
藩
撰
明
教
館
」
に
入
っ
た
。
し
か
し
、
性
来
病
弱
で
あ
っ
た
た
め
勉
学

に
た
え
ず
、
暫
時
こ
れ
を
中
断
し
て
療
養
に
専
念
し
た
。
嘉
永
元
(
一
八
四
八
)

年
十
五
歳
の
頃
病
気
が
漸
く
な
お
り
体
も
元
気
に
な
っ
た
の
で
、
幼
い
者
と
一

緒
に
初
歩
の
句
読
の
授
業
か
ら
受
け
直
し
た
。
自
分
よ
り
ず
っ
と
年
下
の
学
童

か
ら
、
文
郎
が
年
が
多
い
に
も
抱
ら
ず
学
業
の
進
ま
な
い
の
を
團
笑
さ
れ
た
の

で
、
文
郎
は
こ
れ
を
恥
じ
て
藩
鬢
を
去
り
、
松
江
の
支
藩
で
あ
る
出
雲
国
能
義

郡
広
瀬
に
往
き
、
同
藩
の
藩
儒
山
村
黙
齋
に
就
い
て
二
年
間
学
ん
だ
。
「
刻
苦
勵

精
」
の
甲
斐
あ
っ
て
勉
学
が
進
ん
だ
の
で
、
嘉
永
三
(
一
八
五
0
)
年
十
七
歳

に
な
っ
て
、
文
郎
は
松
江
に
帰
っ
た
。
す
で
に
「
薪
然
ト
シ
テ
頭
角
ヲ
露
ス
」

存
在
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
以
前
文
郎
を
瑚
笑
し
た
者
も
皆
文
郎
の
「
下
風
二

伏
シ
タ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
文
郎
は
、
ま
た
、
松
江
藩
の
藩
儒
妹
尾
謙
三

(
雨
森
精
齋
)
に
も
従
っ
て
勉
学
し
、
「
高
足
」
と
称
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

郎

四
五

た
。

山
村
黙
齋
、
妹
尾
謙
三
郎
な
ど
に
師
事
し
た
文
郎
の
漢
学
修
行
は
、
は
じ
め

に
述
べ
た
通
り
、
後
年
の
蘭
学
・
仏
学
修
行
に
大
に
役
立
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

山
村
・
妹
尾
に
つ
い
て
調
査
す
れ
ば
、
当
時
の
文
郎
の
学
習
の
実
祭
分
る
可

能
性
は
あ
る
。
桃
裕
行
「
入
江
文
郎
と
桃
節
山
L
(
『
仏
蘭
西
学
研
究
』
第
七
号

昭
和
五
十
一
年
五
月
二
十
日
日
本
仏
学
史
研
究
会
カ
ル
チ
ャ
ー
出
版

社
)
は
こ
の
観
点
か
ら
し
て
貴
重
な
論
考
で
あ
る
。
そ
れ
に
ょ
る
と
、
節
山
と

文
郎
の
交
遊
は
「
江
戸
が
始
め
て
で
な
く
、
す
で
に
松
江
に
在
る
時
に
始
っ
て

い
る
。
」
と
あ
る
か
ら
、
桃
節
山
研
究
か
ら
も
得
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
は
今
後
に
俟
っ
こ
と
、
し
て
、
「
松
江
か
ら
江
戸
へ
と
足
掛
け
七
年
(
文

郎
十
八
歳
か
ら
二
十
四
歳
ま
で
)
に
わ
た
っ
た
詩
の
贈
酬
か
ら
辿
ら
れ
る
文

節
山
の
交
わ
り
は
、
前
に
掲
げ
た
安
政
四
年
丁
巳
の
文
郎
の
送
詩
に
終
っ

郎
.

て
い
る
し
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
詩
か
ら
も
文
郎
の
漢
字
の
素
養
の
一
端
が

窺
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
国
許
で
の
勉
学
で
満
足
し
な
か
っ
た
文
郎
は
、
「
大
都

二
遊
学
シ
テ
」
も
っ
と
学
問
を
進
め
た
い
と
望
ん
で
い
た
。
た
ゞ
、
家
が
貧
し

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
ご
喜

一
九
九
六
年
三
月

〔62〕



博
士
入
江
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郎
1
事
績
と
資
料
■
1

か
っ
た
の
で
、
な
か
な
か
そ
の
望
み
を
果
せ
な
い
で
い
た
。
た
ま
た
ま
、
藩
医

清
水
同
仙
が
藩
命
を
受
け
江
戸
に
赴
く
こ
と
を
聞
い
て
、
文
郎
は
之
と
同
行
す

る
こ
と
を
願
っ
た
。
父
元
範
は
文
郎
の
志
が
切
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、

家
具
を
売
っ
て
旅
費
を
作
っ
て
や
っ
た
。
そ
れ
で
、
文
郎
は
同
仙
と
共
に
江
戸

に
出
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
嘉
永
七
(
一
八
五
四
)
年
文
郎
二
十
一
歳

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
、
文
郎
は
幕
府
の
医
官
竹
内
玄
洞
に
就
い
て
蘭
学

を
修
め
、
か
た
わ
ら
「
横
文
の
謄
腐
L
 
を
し
て
学
費
を
補
っ
た
。
尚
、
「
嘉
永
七

年
甲
寅
春
出
国
江
戸
岩
名
昌
山
へ
入
塾
L
 
と
も
あ
る
。
安
政
四
丁
巳
九
月
(
一

②

八
五
七
年
七
旦
父
元
範
の
病
が
重
い
事
を
聞
ミ
文
郎
は
急
邊
江
戸
を
出
発

し
た
。
廿
四
歳
の
一
介
の
書
生
で
あ
っ
た
の
で
、
旅
費
に
困
り
、
途
中
で
腰
刀

を
売
っ
た
。
し
か
し
、
大
坂
に
到
着
す
る
前
に
無
一
文
と
な
り
、
一
晩
野
宿
せ

ね
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
。
大
坂
で
、
偶
然
当
地
に
来
て
い
た
松
江
藩
の
家
老
・
三

谷
權
太
夫
と
出
会
い
、
權
太
夫
の
情
で
、
腰
刀
・
衣
服
・
旅
費
を
恵
与
さ
れ
、

文
郎
は
帰
国
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
父
元
範
は
既
に
死
亡
し
て
い
た
。
藩
主

松
平
定
安
公
は
文
郎
に
家
を
嗣
が
せ
、
「
十
人
ロ
ヲ
給
シ
テ
」
藩
医
と
し
た
。
翌

年
即
ち
安
政
五
年
戊
午
五
月
(
一
八
五
八
年
三
月
)
文
郎
は
向
学
心
を
お
さ
え

る
こ
と
が
で
き
ず
、
家
を
整
理
し
て
再
度
江
戸
に
遊
学
し
た
。
藩
主
定
安
公
は

「
其
勤
學
ヲ
嘉
賞
シ
テ
學
資
ヲ
給
」
し
た
。
そ
の
後
文
郎
は
藩
邸
に
伺
候
す
る

度
に
西
洋
の
「
兵
法
醤
術
」
の
優
れ
て
い
る
こ
と
を
説
き
、
定
安
公
は
「
大
二

悟
ル
所
」
が
あ
っ
て
、
時
々
文
郎
を
召
し
て
そ
の
説
く
所
に
耳
を
傾
け
厚
遇
し

た
と
い
う
。

ニ
、
フ
ラ
ン
ス
語
学
習
と
教
授

入
江
文
郎
が
フ
ラ
ン
ス
語
学
習
を
開
始
し
た
年
月
日
は
分
っ
て
い
な
い
。
藤

田
東
一
郎
は
「
入
江
は
、
村
上
英
俊
の
『
三
語
便
覧
』
の
出
た
嘉
永
七
年
、
一

田
中
隆
二

八
五
四
年
以
来
既
に
江
戸
に
い
た
か
ら
、
こ
の
間
に
佛
語
に
志
し
た
も
の
で
、

村
上
英
俊
に
は
就
か
ず
、
勿
論
、
独
学
で
、
そ
の
学
習
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
」

と
推
測
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
解
決
し
た
い
課
題
で
あ
る
。
判
明
し
て
い
る

こ
と
は
、
万
延
元
(
一
八
六
0
)
年
庚
甲
の
冬
、
文
郎
が
五
十
日
の
間
横
浜
に

遊
学
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
「
通
辨
官
ウ
ユ
ー
ヴ
」
に
従
っ
て
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ん

だ
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
を
傍
証
す
る
資
料
は
伝
記
な
ど
に
は
収
録

さ
れ
て
い
な
い
。
文
久
元
年
辛
酉
六
月
朔
日
(
一
八
六
一
年
四
月
八
旦
幕
府

の
命
令
で
文
郎
は
蕃
書
調
所
の
教
授
方
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
病
気
に
な
っ
た

の
で
、
「
九
月
朔
日
始
メ
テ
命
ヲ
拝
L
 
し
て
い
る
。
こ
れ
は
先
述
の
通
り
万
延
元

年
ヴ
ー
ヴ
ヨ
豊
ぐ
Φ
氏
に
従
っ
て
フ
ラ
ン
ス
語
を
修
め
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の

時
オ
ラ
ン
ダ
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
の
対
訳
と
い
う
方
法
で
教
え
を
受
け
た
よ
う
で

あ
る
。
そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
語
が
分
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
フ
ラ
ン
ス
語
の
教

授
法
も
会
得
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
文
久
二
年
壬
戌
三
月
(
一
八
六
二
年
四
月
)

文
郎
は
「
外
國
方
魏
譯
掛
」
を
兼
ね
た
。
文
久
二
年
九
月
(
一
八
六
二
年
十
月
)

文
郎
は
百
日
間
先
述
の
「
ウ
ユ
ー
ヴ
」
氏
に
就
い
て
再
び
語
学
と
作
文
の
研
究

を
し
た
。
こ
の
時
の
様
子
は
文
郎
自
身
の
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
た
手
紙
が

残
っ
て
い
る
の
で
お
よ
そ
の
こ
と
が
分
る
。
こ
の
資
料
に
つ
い
て
は
高
橋
邦
太

郎
『
日
仏
の
一
父
流
』
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
田
中
貞
夫
『
フ
ラ
ン
ス
学
の

研
究
』
に
フ
ラ
ン
ス
語
原
文
・
日
本
語
訳
文
共
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ヴ
ー
ヴ
が
、

文
郎
の
こ
の
学
習
の
際
、
立
会
人
と
し
て
幕
府
の
役
人
が
同
席
す
る
こ
と
を
拒

ん
だ
こ
と
を
示
す
資
料
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
文
久
二
年
十
二
月
(
一
八
六
三

年
二
月
)
文
郎
は
松
江
藩
邸
で
の
洋
学
教
授
も
兼
ね
た
。
桃
裕
行
「
松
江
藩
の

洋
学
と
洋
医
学
」
に
ょ
る
と
「
藩
士
と
し
て
の
入
江
は
、
文
久
二
年
十
二
月
二

十
七
日
即
ち
横
浜
よ
り
帰
来
し
た
頃
『
公
辺
出
役
中
定
府
被
二
仰
付
一
、
且
又
西

四
六
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洋
学
教
授
方
被
二
仰
付
一
候
間
、
公
辺
御
用
透
ヲ
以
可
二
相
勤
一
旨
』
を
命
ぜ
ら
れ

た
。
即
布
野
・
間
宮
の
藩
邸
教
授
任
命
旬
日
後
の
こ
と
で
、
布
野
の
英
学
・
間

宮
の
蘭
学
・
入
江
の
仏
学
と
陣
容
が
整
え
ら
れ
た
。
翌
三
年
九
月
六
日
『
西
洋

学
教
授
方
就
レ
被
二
仰
付
置
一
、
御
医
師
之
名
目
被
二
差
除
一
、
尤
医
術
家
業
ハ
不

レ
被
レ
成
二
御
免
一
旨
』
命
ぜ
ら
れ
た
の
は
、
布
野
・
間
宮
の
帰
国
の
為
、
医
師
を

罷
め
、
洋
学
教
授
専
任
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
」
と
あ
り
、
文
郎
に
師
事
し
て

フ
ラ
ン
ス
語
を
学
習
し
た
藩
士
は
か
な
り
の
数
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。
資
料
の

章
に
出
て
来
る
庄
司
金
太
郎
は
そ
の
一
人
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
松
江

藩
江
戸
藩
邸
で
の
文
郎
の
フ
ラ
ン
ス
語
教
授
に
つ
い
て
は
何
も
分
っ
て
い
な
い
。

③

辻
新
次
の
伝
記
に
、
「
先
生
(
辻
新
次
の
こ
と
。
筆
者
註
記
)
は
開
成
所
で
、
新

た
に
佛
蘭
西
學
の
攻
究
に
波
頭
し
た
が
、
正
謬
け
で
は
何
と
し
て
も
物
足
り

ず
、
課
外
に
、
小
林
鼎
輔
(
惟
徳
)
教
授
に
就
い
て
熱
心
に
勉
強
し
た
甲
斐
あ
っ

て
、
此
の
方
面
で
も
メ
キ
く
と
頭
角
を
現
は
し
て
來
た
が
、
先
生
は
、
そ
れ

で
も
ま
だ
満
足
が
で
き
な
か
っ
た
。
幸
ひ
に
、
其
の
頃
江
戸
の
藩
邸
で
は
、
事

務
多
端
の
た
め
人
手
が
足
ら
な
い
處
へ
も
っ
て
來
て
、
時
々
病
気
で
缺
勤
者
が

あ
る
の
で
、
そ
の
都
度
先
生
が
臨
時
補
缺
と
し
て
引
張
り
出
さ
れ
る
。
若
干

の
手
當
が
下
り
る
。
加
へ
て
、
製
錬
所
の
方
で
も
、
再
び
先
生
を
教
授
方
世
話

心
得
に
登
用
し
て
く
れ
た
の
で
、
幾
分
学
資
に
も
餘
裕
が
で
き
た
と
こ
ろ
か
ら
、

先
生
は
更
に
進
ん
で
佛
蘭
西
學
の
慈
奥
を
極
む
べ
く
、
開
成
所
に
學
ぶ
か
た
は

ら
、
竹
内
玄
同
氏
の
家
塾
に
入
り
、
そ
の
頃
、
斯
學
の
大
家
と
し
て
著
聞
さ
れ

た
入
江
觀
寮
氏
に
師
事
し
、
親
し
く
其
の
教
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
」
と
書
い
て

あ
る
の
で
、
松
江
藩
士
以
外
で
も
文
郎
に
フ
ラ
ン
ス
語
を
教
え
て
貰
っ
た
者
が

存
在
し
た
こ
と
が
分
る
。
竹
内
玄
同
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
に
ょ
り
、
文
郎

の
フ
ラ
ン
ス
語
教
授
に
関
し
て
ょ
り
多
く
の
こ
と
が
分
る
か
も
し
れ
な
い
。

四
七

慶
応
二
年
丙
寅
十
二
月
八
日
(
一
八
六
七
年
一
月
十
三
旦
幕
府
は
文
郎
を

旗
本
に
列
せ
し
め
た
。
慶
応
三
年
丁
卯
四
月
(
一
八
六
七
年
五
月
)
文
郎
は
幕

府
の
命
令
に
ょ
り
横
浜
太
田
村
に
寓
居
し
て
翻
訳
に
従
事
し
、
五
月
(
六
月
)

江
戸
に
帰
り
陸
軍
所
の
翻
訳
に
た
ず
さ
わ
り
、
そ
れ
は
翌
年
の
春
ま
で
続
い
た
。

藤
田
東
一
郎
「
入
江
文
郎
に
関
す
る
研
究
L
 
に
ょ
る
と
、
文
郎
は
慶
応
元
年

三
月
(
一
八
六
五
年
四
月
)
に
は
既
に
開
成
所
教
授
手
伝
役
に
居
り
、
同
年
五

月
二
十
八
日
(
七
月
二
十
日
)
に
、
帝
国
学
士
院
に
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
フ
ラ
ン

ス
語
の
送
別
文
を
書
い
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
論
考
に
は
、
中
外
新
聞
第
十
二

号
(
慶
応
四
年
四
月
十
四
日
)
の
紙
上
に
掲
載
さ
れ
た
入
江
文
郎
訳
の
資
料
が

収
録
さ
れ
て
い
る
。
田
中
貞
夫
『
フ
ラ
ン
ス
学
の
研
究
』
に
は
、
注
8
に
先
述

の
文
郎
に
ょ
る
フ
ラ
ン
ス
語
送
別
文
、
本
文
中
に
そ
れ
と
比
較
す
る
た
め
、
小

林
鼎
輔
林
正
十
郎
の
フ
ラ
ン
ス
語
送
別
文
が
転
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同

書
に
は
、
勝
海
舟
『
陸
軍
歴
史
』
所
収
の
文
郎
の
日
本
語
訳
文
も
収
録
さ
れ
て

い
る
。
そ
う
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
資
料
の
章
で
再
び
言
及
す
る
こ
と
に
な
る

で
あ
ろ
う
が
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
原
文
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

明
治
元
年
戊
辰
七
月
晦
日
(
一
八
六
八
年
九
月
十
五
旦
文
郎
は
職
を
辞
し
て

藩
籍
を
松
江
藩
に
戻
し
、
同
年
八
月
十
日
(
九
月
二
十
五
日
)
病
気
療
養
の
た

め
横
浜
に
行
ミ
同
年
十
二
月
十
二
日
(
一
八
六
九
年
一
月
二
十
四
旦
開
成

所
の
二
等
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
同
年
十
二
月
十
九
日
(
一
八
六
九
年
一
月
三

十
一
日
)
横
浜
か
ら
江
戸
に
戻
り
、
明
治
二
年
己
巳
正
月
二
十
日
(
一
八
六
九

年
三
月
二
日
)
か
ら
職
に
就
い
た
。
明
治
二
年
己
巳
七
月
二
十
七
日
(
一
八
六

九
年
九
月
三
旦
大
学
中
博
士
に
任
ぜ
ら
れ
、
同
年
十
月
二
日
(
十
一
月
五
旦

従
六
位
に
叙
せ
ら
れ
た
。
明
治
三
年
庚
午
十
二
月
(
一
八
七
一
年
一
月
)
に
は

松
江
藩
よ
り
家
祿
現
米
三
十
二
石
を
給
せ
ら
れ
た
。
こ
の
三
件
に
関
す
る
書
類

博
士
入
江
文
郎
1
事
績
と
資
料
田
1

田
中
隆
二
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博
士
入
江
文
郎
1
事
績
と
資
料
田
1

(
辞
令
)
は
後
に
述
べ
る
入
江
家
所
蔵
と
し
て
保
管
さ
れ
て
い
る
。

三
、
明
治
初
年
日
本
人
フ
ラ
ン
ス
留
学
生
総
代

明
治
四
年
辛
未
正
月
二
十
八
日
(
一
八
七
一
年
三
月
十
八
旦
文
郎
は
学
課

質
問
の
た
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
、
な
っ
た
。
こ
の
辞
令
も
入
江

家
に
残
さ
れ
て
い
る
。
鈴
木
暢
、
小
林
儀
秀
と
共
に
差
遣
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る

鈴
木
は
二
人
よ
り
先
に
帰
朝
。
そ
の
間
の
事
情
を
示
す
資
料
も
入
江
家
に

゛
>
、

力在
る
。
そ
れ
は
さ
て
置
き
、
文
郎
は
明
治
四
年
辛
未
二
月
二
十
七
日
(
四
月
十

4

六
日
)
日
本
を
出
発
し
て
、
同
年
七
月
(
八
月
)
フ
ラ
ン
ス
に
到
着
。
そ
う
し

た
事
は
入
江
家
に
残
さ
れ
て
い
る
文
郎
自
筆
の
「
西
航
備
忘
録
」
に
ょ
っ
て
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
も
こ
の
「
西
航
備
忘
録
」
は
一
部
紹
介
さ
れ
て

来
た
。
ま
た
、
入
江
家
に
残
さ
れ
て
い
る
そ
の
他
の
資
料
も
部
分
的
に
は
種
々

の
論
考
の
中
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
本
篇
及
び
続
篇
の
自
的
は
繰
り
返
し
述
べ

る
通
り
、
そ
う
し
た
入
江
家
所
蔵
資
料
の
散
逸
を
防
ぐ
た
め
、
そ
れ
等
を
で
き

る
限
り
多
く
ま
と
め
て
収
録
す
る
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、
解
繋
不
十
分
な

資
料
も
あ
り
、
す
べ
て
を
掲
載
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、

入
江
家
所
蔵
以
外
の
資
料
も
別
に
あ
り
、
こ
れ
か
ら
発
見
さ
れ
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。
そ
れ
等
も
可
能
な
限
り
収
集
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
文
郎
は
明
治
四
年
辛
未
七
月
二
十
七
日
(
一
八
七
一
年
九
月
十

一
旦
文
部
中
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
政
府
が
大
学
を
廃
し
て
文
部
省
を
置
い

た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
書
類
も
入
江
家
に
残
さ
れ
て
い
る
。
同
年
十
一
月
(
十

二
月
)
政
府
は
文
部
理
事
官
を
ヨ
】
ロ
ッ
パ
に
派
遣
し
て
学
校
事
務
を
調
査
さ

せ
た
。
明
治
五
年
壬
申
正
月
二
十
七
日
(
一
八
七
二
年
三
月
七
日
)
文
郎
は
文

部
理
事
官
と
協
議
し
て
こ
の
調
査
を
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
同
年
六
月
二

十
五
日
(
七
月
三
十
日
)
文
部
省
よ
り
帰
朝
の
命
令
が
あ
っ
た
。
関
係
文
書
が

田
中
隆
二

存
在
す
る
。
し
か
し
、
文
郎
は
文
部
理
事
官
に
陳
情
し
て
留
学
延
長
を
願
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
理
事
官
は
文
郎
を
し
て
全
権
大
使
に
事
情
を
具
陳
せ
し
め
、
こ

れ
に
ょ
り
文
郎
は
後
に
許
可
を
得
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
同
年
九
月
十
四
日

(
十
月
十
六
旦
文
郎
は
文
部
省
六
等
出
仕
に
補
せ
ら
れ
た
。
明
治
六
年
癸
酉

二
月
(
一
八
七
三
年
二
月
)
文
郎
は
留
学
生
総
代
に
命
ぜ
ら
れ
た
。
い
つ
の
頃

)し

の
も
の
か
正
確
な
日
付
は
分
ら
な
い
が
、
当
時
の
留
学
生
の
名
簿
と
考
え
ら
れ

る
も
の
が
、
入
江
家
所
蔵
の
資
料
中
に
在
る
。
文
郎
は
そ
の
後
度
々
帰
朝
し
ょ

う
と
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
病
気
の
た
め
実
行
で
き
な
か
っ
た
。
明
治
八
年
乙

亥
四
月
七
日
(
一
八
七
五
年
四
月
七
旦
付
文
郎
自
筆
と
思
わ
れ
る
文
部
大
丞

宛
手
紙
に
ょ
る
と
、
昨
年
戌
年
九
月
に
帰
朝
の
命
令
を
受
け
早
々
出
発
す
べ
き

と
こ
ろ
、
病
気
に
な
っ
た
の
で
、
私
費
に
ょ
っ
て
療
養
し
て
来
た
。
し
か
し
、

「
レ
ウ
マ
チ
ス
」
に
な
っ
て
未
だ
帰
朝
で
き
な
い
の
で
、
猶
四
五
ケ
月
療
養
さ

せ
て
ほ
し
い
。
私
費
で
滞
在
し
た
い
旨
が
述
べ
て
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
明
治

八
(
一
八
七
五
年
六
月
十
二
日
(
但
し
受
取
は
十
月
二
十
五
旦
の
日
付
で

文
部
大
輔
田
中
不
二
麻
呂
の
印
が
押
し
て
あ
る
許
可
証
が
残
っ
て
い
る
。
明
治

八
年
七
月
二
十
七
日
付
で
、
入
江
文
郎
・
今
村
和
郎
宛
の
東
京
開
成
学
校
監
事

.

古
賀
護
太
郎
同
学
校
長
補
・
濱
尾
新
連
名
の
手
紙
も
入
江
家
に
残
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
ょ
る
と
、
文
郎
は
お
雇
い
外
国
人
教
師
の
人
選
な
ど
に
も
、
こ
の

時
点
で
も
な
お
、
関
係
し
て
い
た
こ
と
が
分
る
。
だ
が
、
『
入
江
文
郎
先
生
之
傳
』

に
、
「
同
八
年
乙
亥
十
一
月
先
生
書
ヲ
文
部
省
二
呈
シ
テ
淹
留
ヲ
請
ヒ
且
俸
祿
ヲ

僻
ス
甘
釜
旦
国
ク
私
儀
度
々
滞
在
之
延
期
ヲ
願
ヒ
昨
年
之
末
二
至
リ
期
満
チ
テ

歸
朝
ス
可
キ
ニ
病
二
因
り
テ
淹
留
ス
當
時
會
計
二
差
支
タ
ル
カ
為
二
茜
定
祿
三

分
一
之
滞
ヲ
申
出
テ
即
去
ル
十
二
月
分
マ
テ
送
致
セ
ラ
レ
誠
二
満
足
之
至
ナ
リ

療
養
滞
在
ヲ
願
ヒ
許
容
ヲ
得
夫
力
為
二
更
二
本
年
八
月
分
マ
テ
祿
三
分
一
ヲ
送

四
八
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致
セ
ラ
ル
是
ハ
實
二
望
中
之
事
二
非
ス
寛
假
度
二
過
ク
衛
槐
二
堪
へ
ス
何
ト
ナ

レ
ハ
病
ヲ
養
テ
淹
留
ス
全
ク
私
事
二
属
ス
レ
ハ
ナ
リ
而
シ
テ
今
時
猶
発
程
シ
難

シ
餘
り
ニ
緩
慢
之
次
第
ナ
レ
ト
モ
猶
幾
月
之
稽
緩
ヲ
請
フ
然
レ
ト
モ
此
上
祿
ヲ

私
ス
ル
ハ
我
靈
識
ノ
許
サ
ザ
ル
所
ナ
レ
ハ
本
年
九
月
ヨ
リ
歸
朝
マ
テ
ノ
祿
ハ
謹

テ
之
ヲ
僻
ス
此
段
切
二
許
容
ヲ
願
フ
」
と
あ
る
が
、
筆
者
は
寡
聞
に
し
て
そ
の

資
料
の
所
在
を
知
ら
な
い
。
そ
の
手
紙
の
何
処
に
保
管
さ
れ
て
い
る
の
か
の
教

示
を
得
た
く
こ
こ
に
記
す
次
第
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
文
郎
は
そ
の
後

は
こ
う
し
て
私
費
で
バ
リ
に
滞
在
し
病
気
療
養
を
続
け
た
と
思
わ
れ
る
。
明
治

十
(
一
八
七
七
)
年
丁
丑
一
月
十
二
日
廃
官
の
理
由
で
、
文
郎
は
六
等
出
仕
免

官
と
な
る
。

入
江
文
郎
は
元
来
人
と
接
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
好
ま
な
か
っ
た
ら
し
い
が
、

病
が
重
く
な
っ
て
か
ら
は
こ
の
傾
向
は
一
層
つ
の
り
、
亡
く
な
る
直
前
は
こ
の

人
嫌
い
が
特
に
ひ
ど
く
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
客
が
来
て
ド
ア
を
ノ
ッ
ク

し
て
も
、
大
方
は
こ
れ
に
応
え
ず
、
只
管
読
書
三
昧
の
日
々
で
あ
っ
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。
部
屋
に
招
じ
ら
れ
る
者
は
、
当
時
パ
リ
に
い
た
日
本
人
の
う
ち
で

は
、
今
村
和
郎
だ
け
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
文
郎
の
当
時
の
容
子
は
今
村
に
ょ
っ

て
そ
の
詳
細
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

今
村
が
或
る
日
文
郎
を
訪
問
す
る
と
、
顔
色
が
非
常
に
悪
か
っ
た
の
で
、
医

者
に
診
察
し
て
貰
う
よ
う
勧
め
た
。
だ
が
、
文
郎
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
医
者
は

皆
売
薬
を
業
と
す
る
狷
い
奴
で
、
生
命
を
托
す
る
に
は
足
ら
な
い
と
言
っ
て
、

今
村
が
強
く
主
張
し
て
も
耳
を
貸
そ
う
と
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
二
・
三
日

し
て
今
村
が
ま
た
訪
れ
る
と
、
文
郎
は
自
分
の
病
気
は
毎
日
進
行
し
て
、
こ
の

頃
は
朝
晩
僅
か
ス
ー
プ
一
杯
と
鶏
卵
一
個
を
食
す
る
の
み
と
な
っ
た
。
患
部
が

咽
喉
に
あ
る
の
で
飲
み
食
い
が
で
き
な
い
の
だ
。
好
き
な
喫
煙
も
今
は
止
め
て

い
る
。
そ
れ
に
読
書
も
疲
れ
る
の
で
新
聞
一
枚
を
読
む
の
が
や
っ
と
だ
と
言
い
、

非
常
に
衰
弱
し
て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。
今
村
が
ま
た
し
き
り
に
医
者
に
診
て

貰
う
よ
う
に
勧
め
た
の
で
、
今
度
は
文
郎
も
遂
に
承
諾
し
た
。
今
村
は
急
い
で

医
者
を
迎
え
に
行
き
、
医
者
は
や
っ
て
来
て
文
郎
を
診
察
し
処
方
篝
を
書
ミ

こ
の
薬
を
買
い
な
さ
い
、
明
朝
器
機
を
使
っ
て
こ
の
薬
を
咽
喉
に
塗
り
ま
し
ょ

う
と
言
っ
た
。
医
者
が
帰
る
時
今
村
は
つ
い
て
行
っ
て
そ
っ
と
文
郎
の
病
状
に

つ
い
て
質
問
し
た
。
医
者
は
病
因
は
肺
に
在
る
、
気
管
の
「
燃
衝
」
が
ひ
ど
い
、

こ
の
薬
を
咽
喉
に
塗
る
の
は
一
時
的
に
苦
痛
を
減
少
さ
せ
る
た
め
だ
け
だ
と

言
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
病
人
故
郷
に
親
族
が
あ
る
の
な
ら
速
か
に
故
郷
へ
帰
っ

た
方
が
良
い
、
そ
う
で
な
い
と
再
会
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
、
も
し
親

族
が
い
な
い
の
な
ら
ば
、
速
や
か
に
イ
タ
リ
ア
の
暖
か
い
地
方
へ
転
地
し
て
療

養
す
べ
き
だ
と
も
一
言
っ
た
。
今
村
が
あ
と
ど
の
く
ら
い
の
寿
命
か
と
た
ず
ね
る

と
、
ま
だ
二
、
三
ケ
月
は
も
つ
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
今
村
は
こ
れ

を
聞
い
て
樗
然
と
し
た
。
今
村
が
文
郎
の
部
屋
に
戻
っ
て
み
る
と
、
文
郎
は
処

方
篝
を
読
ん
で
い
て
、
中
に
劇
薬
が
入
っ
て
い
る
、
「
庸
醤
」
に
治
療
さ
せ
て
は

な
ら
な
い
、
速
く
行
っ
て
医
者
に
断
り
、
も
う
来
な
く
と
も
良
い
と
一
言
っ
て
く

れ
と
一
言
っ
た
。
今
村
は
文
郎
と
一
言
い
争
っ
た
が
、
文
郎
が
承
知
し
な
い
の
で
、

そ
の
わ
け
を
医
者
に
話
し
往
診
を
断
っ
た
。
そ
の
後
三
日
し
て
文
郎
が
死
ん
だ

と
い
う
知
ら
せ
が
あ
っ
た
の
で
、
今
村
は
直
に
文
郎
の
宿
舎
へ
行
っ
て
み
た
が
、

も
う
助
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
日
本
人
で
パ
リ
在
住
の
者
が
文
郎
の
宿

舎
に
集
っ
て
文
郎
の
埋
葬
の
相
談
を
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
費
用
の
出
所
が
な

か
っ
た
。
こ
れ
よ
り
以
前
の
こ
と
だ
が
、
文
郎
は
今
村
に
一
言
っ
て
い
た
。
ニ
、

三
月
に
な
っ
て
暖
く
な
る
の
を
見
計
っ
て
北
米
を
旅
行
し
て
故
郷
に
帰
ろ
う
と

思
う
と
。
今
村
は
こ
の
言
葉
を
記
憶
し
て
い
た
の
で
、
考
え
た
。
文
郎
は
嘘
を

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
三
号

一
九
九
六
年
三
月

四
九
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博
士
入
江
文
郎
1
事
績
と
資
料
円
1

吐
い
た
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
に
、
資
金
な
し
で
旅
行
を
計
画
す
る
よ
う
な
人
で

は
な
い
。
だ
と
す
る
と
、
き
っ
と
貯
金
が
あ
る
に
違
い
な
い
。
今
村
は
之
を
皆

に
告
げ
、
行
李
を
開
い
て
検
査
し
た
が
、
一
銭
も
見
当
ら
な
か
っ
た
。
皆
は
相

談
し
て
、
文
郎
の
遺
し
た
物
を
売
っ
て
金
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
今

村
は
更
に
考
え
て
、
文
郎
の
人
と
な
り
か
ら
し
て
、
一
銭
の
貯
え
も
な
い
の
に

安
閑
と
し
て
異
国
に
滞
在
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
そ
れ
で
、
も
う

一
度
調
べ
直
し
、
手
紙
や
手
帖
の
類
も
取
り
出
し
、
全
部
検
索
し
て
み
た
。
す

る
と
、
果
し
て
、
手
紙
の
中
か
ら
一
千
餘
円
の
金
が
出
て
来
た
。
こ
の
金
を
葬

儀
の
資
金
と
し
て
用
い
、
文
郎
の
体
面
を
汚
さ
ず
に
す
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
葬
儀
の
案
内
の
文
書
な
ど
が
入
江
家
所
蔵
資
料
中
に
残
っ
て
い
る
。
文
郎

が
亡
く
な
っ
た
の
は
明
治
十
一
(
一
八
七
八
)
年
戊
寅
一
月
三
十
日
で
あ
る
。

宿
舎
は
パ
リ
第
六
区
カ
ジ
ミ
ー
ル
・
ド
ラ
ヴ
ィ
ー
ニ
ユ
通
り
七
番
地
・
ホ
テ
ル

.

サ
ン
N
シ
ユ
ル
ピ
ス
。
享
年
四
十
五
歳
。
駐
仏
日
本
公
使
館
の
官
吏
及
び
日
本

5

人
留
学
生
等
が
相
談
し
て
、
二
月
一
日
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
墓
地
に
文
郎
を
埋
葬

し
て
墓
碑
を
建
立
し
た
。

こ
の
章
冒
頭
で
も
述
べ
た
が
、
文
郎
に
は
姉
が
一
人
あ
り
、
「
シ
ズ
L
 
と
い
っ

た
。
広
瀬
の
藩
士
野
津
栄
に
嫁
し
た
。
野
津
家
に
は
二
人
男
の
子
が
あ
り
、
長

男
は
官
太
郎
、
次
男
は
美
禰
三
郎
と
い
っ
た
。
美
禰
三
郎
は
後
に
改
名
し
て
元

義
と
名
乗
っ
た
。
明
治
十
(
一
八
七
七
)
年
一
月
、
野
津
栄
は
パ
リ
の
文
郎
に

手
紙
を
送
り
、
元
義
を
文
郎
の
後
継
者
と
す
る
こ
と
を
謀
っ
た
。
文
郎
客
死
後

親
類
が
袈
し
て
之
を
決
定
し
た
。
元
義
は
「
伝
記
」
編
纂
当
時
は
陸
軍
砲
兵

中
尉
、
後
に
中
佐
ま
で
栄
進
し
た
。
こ
の
相
続
に
つ
い
て
の
資
料
も
入
江
家
に

残
さ
れ
て
い
る
。
『
入
江
文
郎
先
生
之
傳
』
に
ょ
る
と
、
文
郎
は
早
く
か
ら
大
学

に
あ
っ
て
仏
学
の
「
興
起
」
を
も
っ
て
自
任
し
て
い
た
と
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
学

田
中
隆
二

が
日
本
で
進
歩
し
た
の
は
文
郎
の
尽
力
の
お
か
げ
で
あ
る
こ
と
は
多
く
の
人
々

総
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

文
郎
は
か
っ
て
オ
ー
ギ
ユ
ス
ト
・
コ
ン
ト
を
「
景
慕
」
し
て
実
験
哲
学
を
修

め
専
ら
之
を
研
究
し
、
バ
リ
に
留
学
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
深
く
コ
ン
ト
の
説

を
信
捧
し
、
コ
ン
ト
の
定
め
た
修
学
の
順
序
に
従
っ
て
諸
種
の
学
を
復
習
し
た

と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
人
が
文
郎
に
日
本
の
医
学
の
状
況
を
た
ず
ね

た
り
、
学
術
上
の
質
問
を
す
る
と
、
文
郎
は
詳
し
く
そ
の
解
答
を
与
え
た
。
フ

ラ
ン
ス
人
は
文
郎
の
博
識
を
賞
讃
し
た
と
い
う
。
そ
れ
ら
の
こ
と
を
傍
証
す
る

も
の
も
存
在
す
る
が
、
入
江
家
所
蔵
の
資
料
で
は
な
い
。
文
郎
に
著
書
が
あ
っ

て
、
そ
の
稿
本
が
彼
の
遺
品
の
中
に
在
り
、
題
し
て
一
Φ
δ
円
n
一
ゆ
哥
含
巳
盤
§
門

と
い
っ
た
そ
う
で
、
哲
学
に
関
す
る
文
郎
自
身
の
思
想
を
述
べ
た
も
の
で
、

パ

リ
滞
在
中
に
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
い
た
も
の
で
あ
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
は
未
だ
発

見
さ
れ
て
い
な
い
。

五
0

資
料

弌
資
料
の
概
要

入
江
文
郎
の
事
績
を
傍
証
す
る
資
料
は
大
別
す
る
と
次
の
二
っ
と
な
る
。
一

つ
は
入
江
家
所
蔵
の
も
の
、
も
う
一
っ
は
入
江
家
が
所
蔵
し
て
い
な
か
っ
た
も

の
で
あ
る
。
後
者
は
研
究
者
の
調
査
に
ょ
っ
て
見
出
さ
れ
た
も
の
で
、
便
宜
上

そ
の
他
の
資
料
と
し
て
置
く
。
本
章
で
は
前
章
で
言
及
し
た
通
り
、
入
江
家
所

蔵
資
料
の
散
逸
を
防
ぐ
た
め
、
そ
の
資
料
収
録
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
、
こ

れ
に
つ
い
て
、
ま
ず
説
明
す
る
。
但
し
、
紙
幅
の
都
合
で
本
篇
に
は
ほ
ん
の
一

と
ぞ

部
し
か
掲
載
で
き
な
い
。
資
料
の
説
明
も
こ
>
で
は
概
要
に
止
め
る
。

〔57〕



④
入
江
家
所
蔵
資
料

入
江
家
所
蔵
資
料
と
は
、
具
体
的
に
は
、
文
書
(
辞
令
、
通
達
手
紙
、
通

知
備
忘
録
控
等
)
、
写
真
名
刺
、
掛
軸
等
で
あ
る
。
内
容
に
ょ
っ
て
分
類

す
る
と
、
文
郎
の
フ
ラ
ン
ス
留
学
以
前
に
関
係
す
る
も
の
と
、
フ
ラ
ン
ス
留
学

時
代
に
係
る
も
の
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
前
者
は
後
者
と
比
べ
て
数
が
少
い
。

名
刺
と
写
真
は
、
文
郎
自
身
の
写
真
を
除
き
、
こ
れ
ま
で
ど
の
論
考
に
も
掲
載

さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
藤
田
東
一
郎
「
入
江
文
郎
に
関
す
る
研
究
」
で
は
ど
ち

ら
も
枚
数
等
に
つ
い
て
は
既
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
文
書
に
つ
い
て
は
、
「
西
航

備
忘
録
」
、
「
留
学
生
名
簿
」
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
、
幾
っ
か
の
論
考
の
中
で
既

に
紹
允
転
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
辞
令
、
通
達
の
類
は
殆

ど
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
掛
軸
も
紹
介
さ
れ
た
も
の
は
あ
る
が
、
そ
の
写
真
な

ど
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
本
篇
で
は
不
可
能
だ
が
、
こ
う
し
た
入
江
家
所
蔵

資
料
は
、
他
日
、
す
べ
て
収
録
し
た
い
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

⑧
そ
の
他
の
資
料

便
宜
上
そ
の
他
の
資
料
と
す
る
が
、
先
述
の
通
り
、
大
部
分
は
研
究
者
の
調

査
に
ょ
っ
て
、
入
江
家
以
外
で
見
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ぱ
、
『
幕
末
洋

学
者
欧
文
集
』
中
の
文
郎
の
フ
ラ
ン
ス
語
送
別
文
等
で
あ
る
。
そ
れ
に
文
郎
直

筆
と
推
測
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
語
の
手
紙
草
稿
等
が
加
え
ら
れ
る
。

「
辱
知
橋
本
拝
」
と
読
み
得
る
霊
が
あ
る
。
裏
に
何
も
記
さ
れ
て
い

こ
よ
、

な
い
が
、
偶
然
氏
名
が
判
明
し
た
も
の
と
し
て
、
飯
塚
納
の
写
真
が
あ
る
。
井

田
進
也
著
『
中
江
兆
民
の
フ
ラ
ン
ス
』
(
岩
波
書
店
一
九
八
七
年
)
の
扉
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
数
枚
の
写
真
の
中
に
全
く
同
じ
も
の
が
あ
り
、
「
飯
塚
納
」
と
記

さ
れ
て
い
る
の
で
特
定
で
き
た
。
尚
、
市
川
文
吉
は
フ
ラ
ン
ス
へ
の
留
学
生
で

は
な
く
、
ロ
シ
ャ
へ
の
留
学
で
あ
る
。
松
本
白
華
も
フ
ラ
ン
ス
へ
の
留
学
生
で

は
な
い
。
氏
名
不
詳
の
者
の
中
に
も
留
学
生
で
は
な
い
人
物
も
い
る
と
想
像
さ

れ
る
。
本
篇
で
は
紙
幅
の
都
合
及
び
公
表
し
て
置
け
ば
多
数
の
人
の
目
に
触
れ
、

特
定
さ
れ
る
機
会
も
ふ
ぇ
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
こ
う
し
た
氏
名
不
詳
の
人
物

の
写
真
を
ま
ず
掲
載
す
る
。

⑧
西
洋
人
の
名
刺
、
入
江
家
に
残
さ
れ
て
い
る
名
刺
に
は
日
本
人
の
も
の

西
洋
人
の
も
の
、
二
種
類
が
あ
る
。
前
者
は
当
該
人
物
に
つ
い
て
殆
ど
が
調
査

可
能
で
あ
る
。
後
者
は
則
0
易
皀
ゆ
一
、
ご
三
二
舎
X
の
よ
う
に
、
良
く
知
ら
れ
て
い

た
り
、
ベ
ル
ギ
ー
人
と
記
さ
れ
て
い
た
り
し
て
、
そ
れ
ほ
ど
良
く
は
知
ら
れ
な

く
と
も
、
よ
り
深
く
調
査
が
可
能
と
考
え
ら
れ
る
人
物
の
も
の
も
あ
る
が
、
文

郎
と
ど
の
よ
う
に
係
る
の
か
全
く
不
明
の
人
物
の
も
の
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

多
く
の
情
報
入
手
を
期
待
し
て
、
西
洋
人
の
名
刺
を
先
に
掲
載
す
る
。
日
本
人

の
名
刺
は
続
篇
に
収
録
し
、
人
物
に
つ
い
て
は
可
能
な
か
ぎ
り
説
明
を
付
す
こ

と
と
す
る
0

五
一

ニ
、
本
篇
掲
載
資
料

④
日
本
人
の
写
真
(
氏
名
不
詳
の
も
の
)
入
江
家
に
は
、
文
郎
自
身
の

写
真
二
枚
と
日
本
人
留
学
生
と
推
測
さ
れ
る
人
々
の
写
真
が
十
九
葉
残
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
中
四
枚
に
は
裏
面
に
氏
名
等
が
記
さ
れ
て
い
る
。
市
川
文
責
庄

司
金
太
郎
、
松
本
白
華
山
田
正
才
の
写
真
で
あ
る
。
ま
た
、
も
う
一
枚
の
裏

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
三
号

一
九
九
六
年
三
月
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博
士
入
江
文
郎
1
事
績
と
資
料
日
1

お
わ
り
に

入
江
文
郎
に
関
し
て
、
中
村
元
編
『
「
日
本
最
初
の
建
築
家
」
山
口
半
六
1

資
料
・
覚
え
書
1
』
の
よ
う
な
冊
子
を
作
成
す
る
計
画
は
、
筆
者
が
広
島
か

ら
松
江
へ
移
っ
て
三
・
四
年
後
(
昭
和
五
十
八
年
頃
)
、
今
か
ら
士
一
・
三
年
前

か
ら
、
筆
者
は
想
い
着
い
て
い
た
。
千
葉
市
武
石
町
の
入
江
家
を
訪
れ
た
時

令
孫
尚
子
氏
に
そ
の
計
画
に
つ
い
て
相
談
し
た
こ
と
を
筆
者
は
記
憶
し
て
い
る
。

し
か
し
、
事
情
が
あ
っ
て
、
そ
の
計
画
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
そ
う
こ
う
し
て

い
る
う
ち
に
、
平
成
六
年
、
筆
者
は
松
江
を
去
り
、
古
巣
広
島
へ
帰
還
す
る
こ

と
>
な
っ
た
。
こ
れ
を
機
会
に
、
従
来
の
「
松
江
と
フ
ラ
ン
ス
」
よ
り
も
っ
と

調
査
範
囲
を
拡
大
し
て
、
「
日
仏
交
流
・
中
国
地
方
・
四
国
地
方
篇
L
 
に
着
手
す

る
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
、
皮
切
に
「
広
島
と
フ
ラ
ン
ス
L
 
に
つ
い
て
調
べ
よ

う
と
筆
者
は
考
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
渡
六
之
助
、
太
田
徳
三
郎
船
越

熊
吉
の
名
が
「
西
航
備
忘
録
L
 
に
あ
っ
た
の
を
想
い
出
し
、
彼
等
に
関
す
る
具

体
的
資
料
の
入
手
と
積
年
の
宿
題
を
果
す
べ
又
入
江
家
を
再
び
訪
れ
た
の
で

あ
っ
た
。
尚
子
氏
は
既
に
他
界
さ
れ
て
い
た
の
で
、
曽
孫
昭
彦
氏
に
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
、
同
氏
は
心
良
く
承
知
し
て
下
さ
り
、
入
江
家
所
蔵
資
料
の
殆
ど
全

部
を
筆
者
に
貸
与
し
て
下
さ
っ
た
。
そ
の
中
に
は
、
未
だ
に
判
読
し
得
て
い
な

い
文
書
も
あ
る
。
か
な
り
の
量
を
、
と
り
あ
え
ず
ま
と
め
て
、
「
資
料
篇
L
 
を
作

成
し
て
は
あ
る
が
、
『
山
陰
地
域
研
究
』
に
連
載
し
て
頂
く
な
ら
ば
、
こ
れ
ま

で
、
松
江
に
関
す
る
も
の
は
、
『
山
陰
地
域
研
究
』
に
発
表
し
て
来
た
の
で
、
好

都
合
と
筆
者
は
考
え
た
。
た
ゞ
本
篇
に
全
て
を
収
録
で
き
な
か
っ
た
の
は
遺
憾

で
あ
る
。
入
江
家
に
対
し
、
筆
者
は
深
く
お
詫
び
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
篇
の
続
篇
を
早
く
上
梓
し
た
い
の
で
、
毎
度
な
が
ら
、
篤
学
の
士
の
御
協

力
を
乞
い
願
う
次
第
で
あ
る
。
特
に
手
紙
な
ど
読
解
の
件
で
御
教
示
を
お
願
い

し
た
い
。

田
中
隆
二

本
章
は
主
と
し
て
土
屋
政
朝
『
入
江
文
郎
先
生
之
傳
』
(
佛
學
會
編
明

治
廿
四
年
十
月
廿
四
日
出
版
)
に
依
っ
て
い
る
。
引
用
は
主
と
し
て
こ
の

文
献
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
入
江
文
郎
自
筆
「
入
江
文
郎
旧
藩
中
事

跡
」
、
藤
田
東
一
郎
「
入
江
文
郎
に
関
す
る
研
究
1
帝
國
学
士
院
藏
幕
末

洋
学
者
欧
文
集
の
佛
文
の
執
筆
者
た
る
1
 
(
昭
和
十
二
年
九
月
十
二
日

報
告
)
」
百
本
學
士
院
紀
要
昭
和
二
十
三
年
三
月
)
、
同
氏
「
西
園
寺
公

ら
明
治
初
年
佛
國
留
學
生
の
總
代
入
江
文
郎
に
つ
い
て
L
(
『
書
物
展
望
』

十
二
月
号
昭
和
十
五
年
十
二
月
一
日
発
行
)
、
高
橋
邦
太
郎
『
日
仏
の
交

流
』
(
一
九
八
二
年
五
月
一
日
発
行
三
修
社
)
、
田
中
貞
夫
『
幕
末
明
治

初
期
フ
ラ
ン
ス
学
の
研
究
』
(
昭
和
六
十
三
年
十
月
三
十
日
発
行
国
書

刊
行
会
)
、
桃
裕
行
「
松
江
藩
の
洋
学
と
洋
医
学
」
(
『
松
江
藩
と
洋
学
の
研

究
』
桃
裕
行
著
作
集
6
 
一
九
八
九
年
十
一
月
十
八
日
発
行
思
文
閣
)

等
を
参
考
と
し
て
い
る
。

2
 
太
陽
暦
に
ょ
る
日
付
を
併
記
す
る
が
、
正
確
で
な
い
も
の
も
あ
る
。

3
 
安
部
季
雄
編
『
伝
記
叢
書
⑳
男
爵
辻
新
次
翁
』
四
十
ペ
ー
ジ
S

四
十
一
ペ
ー
ジ
昭
和
六
十
二
年
九
月
二
十
一
日
発
行
大
空
社

4
 
藤
田
東
一
郎
「
入
江
文
郎
に
関
す
る
研
究
」
(
前
掲
)
一
 
0
0
ペ
ー
ジ
及

び
田
中
貞
夫
『
フ
ラ
ン
ス
学
の
研
究
』
(
前
掲
)
四
四
七
ペ
ー
ジ
で
は
、
三

月
十
六
日
と
な
っ
て
い
る
が
、
四
月
十
六
日
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。
文

郎
自
身
が
「
西
航
備
忘
録
」
に
三
月
十
六
日
と
書
い
て
い
る
が
、
同
備
忘

録
の
別
な
箇
所
で
は
四
月
十
六
日
と
正
し
い
日
付
を
書
い
て
い
る
。

5
 
富
田
仁
"
入
江
文
郎
と
仏
蘭
西
学
・
墓
と
顕
彰
碑
L
(
『
日
本
仏
学
史
研

究
』
第
六
号
八
ペ
ー
ジ
昭
和
五
十
六
年
六
月
)
に
ょ
る
と
、
届
出
人

は
公
使
館
員
熊
崎
某
と
学
生
栗
塚
省
吾
で
あ
る
。

五
弌

()
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